
 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

    

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 



 
 

    
   

 
 

 

 
 

 

   
   

 

 

 

 
 

 

   
 

  

 
 
 

 
 

 
 

  

 
   

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



第２学年 生活科学習指導案
指導者 Ｔ１ 塚本 恭子

Ｔ２ 武藤 久代
Ｔ３ 佐藤 園子

１ 単 元 つくって あそぼう ～うごく おもちゃづくり～

２ 目 標
○ 身近な材料を使っておもちゃを作ったり，それらを動かしたりして友達と楽しく遊ぼうとする。

（生活への関心・意欲・態度）
， ， 。○ 身の回りにある材料を用いて 作りたい物のイメージをもち 工夫して遊ぶ物を作ることができる

（活動や体験についての思考・表現）
○ 製作活動や遊びの活動を通して，自分自身のよさや友達のよさなどに気付くことができる。

（身近な環境や自分についての気付き）
３ 単元について
（１）教材について

本単元は，学習指導要領の内容（６ 「身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどし）
て遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，その面白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊びを楽
しむことができるようにする」を受けて設定されている。遊びを考えたり遊びに使う物を工夫したり
してつくることを手段や方法とし，子ども自身が主体的に遊びの面白さや自然の不思議さに気付くこ
とができるようにすることをねらいとしている。
児童は第１学年では 「身近な自然と触れ合う活動」で身近にあるものを利用して，遊ぶ物を作る，

活動をしてきている。しかし，作られた作品は画一的で模倣が多く，進んで工夫したものは少なかっ
た。また，作品を完成することのみで満足し，お互いに教え合う場面はあまり見られなかった。
本単元では，児童が身の回りから見付けたもので遊ぶ物を作ったり自分の考えを生かして遊びを工

夫して作ったりしながら，自分の思いや願いを実現し，満足感を得たり自分らしさを表出したりする
ことが主な学習活動である。また，遊ぶことと作ることを一体化して取り上げて，遊びを作り出す楽
しさや夢中になって遊ぶ楽しさをを味わいながら，遊びを通して友達とよいかかわりがもてるように
なることを目指している。さらに，物を作る活動は児童の創造性を育む活動でもあり，試行錯誤しな
がら考え工夫していくことは，将来の理科の科学的な見方・考え方にもつながる単元である。

（２）児童の実態（男８人 女６人 計１４人） 平成２１年９月３日実施

① 家ではどんな遊びをしていますか。
・ゲーム（８人 ・外で遊ぶ（４人 ・テレビを見る（１人 ・おもちゃで遊ぶ（１人）） ） ）

② おもちゃ遊びは好きですか。
・好き（６人） ・ 普通（７人） ・きらい（１人）

③ 家で手作りのおもちゃを作ったことはありますか。
・ある（５人） ・ない（９人）

④ どんなおもちゃを作りましたか。
・家（１人） ・船（１人） ・貯金箱（３人）

⑤ ものを作るのは好きですか。
・好き（９人） ・普通（４人） ・嫌い（１人 （ ）） うまくできないから，時間がかかるから

⑥ 学習したことをみんなの前で発表することは好きですか。
・好き（８人） ・普通（６人） ・嫌い（０人）

⑦ 学校で作った手作りのおもちゃは何ですか。
（ ） （ ） （ ） （ ）（ ）・紙ひこうき ５人 ・風車 ５人 ・かざわ ２人 ・ヘリコプター 紙 ２人

・その他＜木の実や木の葉でつくったおもちゃ＞（こま・やじろべい・リースなど）
⑧ おもちゃ作りで楽しいと思った時は？（複数回答）

・うまくできた時（１０人） ・うまく動いたとき（８人）
・回った時（２人） ・とばした時（１人）

以上の結果から，本学級の児童の実態として，家庭ではおもちゃを使って遊んでいる児童は少なく
ゲームやテレビを中心として時間を過ごしている様子が分かる。当然，作ったおもちゃでの遊びの経
験も少なく，手作りのおもちゃを作る機会もあまりなく，既製のおもちゃでごっこ遊びに興じるくら
いである。
生活科の学習はわりと好きで意欲的に取り組んでいる児童が多い。２年生はこれまでに１年生を迎

える会（なかよし会）や学校探検などを通して１年生とふれあってきた。また，自分たちが１年生の
時にはその時の２年生が主催した「おもちゃまつり」や生活科の発表（生き物や町探検）に参加した
ときのことを覚えている児童も多く，自分たちも今年度やってみたいという声が聞かれる。



しかし，表現活動や物作りになると極端に抵抗を示す児童も見られる。作品は簡単につくり終えてし
まい，工夫してつくり出していく経験も少ない。
そこで，このような手作りのおもちゃに対する環境や経験の個人差，そして物作りへの思いをふま

えながら手作りのおもちゃを作り，そのおもちゃ自体を使って遊ぶことの楽しさや満足感を実感させ
ていきたい。

（３）指導にあたって
単元の目標は，身近にある物を利用して遊ぶ物を作り，遊びを工夫してみんなで楽しむことを内容

としている。既製の遊具では味わえない児童自身によるおもちゃ作りを進めるなかで，自分の思いや
願いをふくらませたり，面白さや不思議さを感じたりしながら意欲的に活動に取り組ませていきたい
と考える。そのために，動くおもちゃを作ることをポイントとした。ゴムや磁石，おもり，空気など
の力を利用して，おもちゃを試行錯誤しながら工夫して作ったり，友だちとの比較やアドバイスした
りするなどの，かかわり合いをもちながら作る過程を大切にしていきたい。さらに，作る→動かす→
作り替える→また動かす等の活動を繰り返すことや，児童の思いや願いを充分に実現していく場の設
定や活動時間の確保，材料の選択の工夫を心掛けたい。
本研究のテーマとの関連では，ＴＴの支援を得たり，できあがったおもちゃを紹介して，友達や１

年生と交流したりすることで，お互いに教え合いなどの場としたいと考える。１年生とのかかわりの
， ， 。なかで得られる それぞれのよさに気付き 上級生として活動する喜びや自信をもたせたいと考える

また，活動が中心となる生活科ではどうしても時間的な面で余裕がなくなりがちである。今回は国
語の学習とも関連させて，それぞれの特質やねらいを踏まえての関連学習とした。時間的なゆとりの
中で活動を継続させたり重ねたりしながら，活動の広がりや気付きの深まりを大切にした授業の展開
をしていきたい。

４ 学習の関連
１ 年 生活

・たのしくあそぼう
・はっぱやきのみであそぼう
・みんなかぜのこ

２年 生活
図工 国語
２本の糸で ・つくって あそぼう おもちゃまつりへ
スイスイと ～うごく おもちゃづくり～ ようこそ

・つくって出そう 年がじょう
道徳
・森のともだち
・ともだちだものね

３年 理科
・風やゴムのはたらきをしらべよう
・ものの重さをしらべよう
・じしゃくのふしぎをしらべよう

５ 指導計画 （１６時間扱い）
□生活への関心・意欲・態度 ■活動や体験についての思考・表現
△身近な環境や自分についての気付き

次 時 学習活動 評価の観点と評価方法
一 ７

身の回りにあるもので動くおもちゃ
を作ろう。
○ どんなおもちゃを作るのか考え話し □身の回りにある物に目を向け，おもちゃ作
合う。 りのイメージをもとうとしている。

＜発表・設計図＞
○ 作りたいおもちゃの材料を用意した ■自分の作りたいおもちゃを工夫しながら作
り調べたりして，製作活動をする。 ることができる。 ＜観察・作品＞



○ できあがったおもちゃを，さらによ △自他のよさや作品作りの工夫について気付
りよい物になるように考え工夫する。 くことができる。＜観察・ワークシート＞

○ 自分たちで作ったおもちゃで遊ぶ。 □作ったおもちゃで、友だちと約束を守って
仲よく遊ぶことができる。

＜観察・ワークシート＞
二 ６

交流会の準備をしよう

○ １年生と一緒に活動する計画を立て □おもちゃを紹介する準備を進んでしようと
る。 している。 ＜発表・観察＞

○ おもちゃについての説明文を書く。 ■楽しい交流会にするために，必要な準備を
考えることができる。

○ 説明の練習をする。 ＜発表・ワークシート＞
■相手を思いながら，分かりやすく説明文

， 。○ まつりの準備や飾り付けをする。 を書いたり 練習したりすることができる
＜作文・観察＞

国語《 おもちゃまつり」へようこそ》「
と関連
○ 必要なことを落とさずにおもちゃの
作り方や遊び方をまとめて書くことが
できる。 （書くこと）

○ 作り方や遊び方が分かるように，順
序よく説明している。

（ ）話すこと・聞くこと

三 １
トイ・フェスティバルをしよう

○ おもちゃまつりをする。 ■１年生に分かりやすくおもちゃの紹介をし（

本 たり，教えたりすることができる。
時 ＜発表・観察・作品＞)
２ ○ おもちゃブックを作る。 △自分や１年生の作ったおもちゃを見たり一

・感想や気付いたことなどを絵や作文 緒に遊んだりしながら，友達のよさや自分
に表す。 との違いに気付いている。

＜ワークシート＞
・本にまとめる。 ■身の回りにある物を使って動くおもちゃを

作ったことの楽しさや遊んだこと等をまと
めることができる。 ＜おもちゃの絵本＞

６ 本時の学習
（１）目 標

１年 ２年
同学年・異学年の友達とおもちゃの交流を通して，自分や友達のよさに気付くことができる。

１年生や２年生の友達とかかわりながら，自分 １年生とかかわりながら，進んでお互いのお
の作ったものを紹介し，よりよいおもちゃにする もちゃを見せ合ったり，教え合ったりすること
ために，作り直すところに気付くことができる。 ができる。

（２）本時の指導にあたって
研究テーマとの関連において，お互いに相手意識をもってかかわることにより，一緒に遊ぶ楽しさ

や遊びの面白さを実感できるようにしていきたい。そのために，それぞれの学年の活動の視点を明確
にして取り組ませたい。まず導入では，それぞれの学年の作ったおもちゃをビデオで見せて意欲付け
をしていく。また，１・２年生がうまくかかわれるように児童の思いをもとにしたグループ作りを事
前にしておく。おもちゃの作り直しができるように材料をそろえておくこと，ＴＴによる支援や音楽
を流すことによって活動がスムーズに展開できるようにしたい。



（３）展 開 （ は研究テーマに関わる内容）

時 間 学習活動・内容 準備・資料 指導上の留意点（◎は評価）

分 １ 本時の学習課題や活動を確認する ・これまでに作ったおもちゃのビデオ5 。
を見せたり活動内容を明確にしたり

トイ・フェスティバルをしよう して，意欲を喚起し見通しをもってパソコン
進められるようにする。 （Ｔ２）

・しょうかいしよう・あそんでみよう ・本時のめあてや活動場所，材料，道プロジェクタ

・教えてあげよう ・直してみよう 具や学年の活動のポイントを明確にー

（１ 「手作りのおもちゃ」のビデオ 課題掲示用 して，めあてにそった交流ができる）
を観る。 紙 ようにする。 （Ｔ２）

（２）めあての確認をする。
（３）活動の方法を知る。

分 ２ おもちゃの交流会をする。27
１年 ２年

○ 説明を聞く ○ 紹介をする。。
前

ゴムでビヨーン ピタットじしゃく・材料

ゴムの太さや長 くっついたりはおもしろそう ・作り方

さをかえたらよ なれたりして，だな。 ・遊び方

く動いたよ。 おもしろい動きいっしょに ・工夫したこと

ができたよ。あそびたいな。

半 へんしんペーパー コロコロタイヤ コロコロころりん
おり方をかえたりじょう タイヤをかえ おもりをかえた
ぶな紙をつかったよ。 たらよく走っ り場所をかえた

たよ。 りしたよ。

○ 一緒に遊ぶ
＜ 試す・繰り返す＞

○ 簡単な説明 ○ 説明を聞く。
後 をする。 ゆらゆらモビール

こうするとどうしたらつり合うかな。
・材料 よくなるよ。右（左）にかたむいちゃうね
・遊び方 がんばってもっとかざりをつけたいな。
・がんばったこと つくったね。

・直したいこと

くるくるごま おっとっとやじろべい
半 もっと回るように つり合うようにしたいな。

したいな。 右に倒れてしまうよ。
みんなで競争しよう はり金と同じながさにするといいよ。
よ。 かざりもつけたいな。

くるりんけん玉 カラカラマラカス，ヒヨヒヨ笛
もっと入るように いい音を出したいな。
したいな。 いきを強く出してみよう。
糸の長さは 音楽に合わせてみようよ。
どうかな。

○ 一緒に遊ぶ
＜ 試す・繰り返す＞



・Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，ＧＴはそれぞれ
のグループに入って，助言や励まし
をしながら進めていくようにする。

・２年生は話型や進行マニュアルをも
とにして１年生に分かりやすく説明

。 （ ）できるようにしておく Ｔ１
・前と比べたり工夫したりした点や，
楽しく遊ぶためのコツを強調して発

。 （ ）表するようにする Ｔ１
・自然の不思議さや遊びの面白さに気
付いたつぶやきを認めて，共感する
ような言葉かけができるように配慮
する。

・時間を決めて，音楽の合図でスムー
。（ ）ズに移動できるようにする Ｔ３

・１年生は，自分のおもちゃについて
簡単に紹介し，２年生とともに遊ん
だり聞いたりしながらよりよくする
ための思いや気付きをもたせていく
ようにする。 （Ｔ２）

・特に支援が必要な児童には，そばで
助言したり一緒に活動しながら，技
術面の手助けをする。 （Ｔ２）

発見したことや工夫した点を見い
出して，それを称賛するような言葉
かけを行うようにする。

３ 後片付けをする。

分 ４ 本時の活動を振り返る。 ◎ 年：交流を通して自分の作ったお10 1
（１）振り返りカードを書く。 もちゃを紹介したり，作り直す所にワークシー

気付いたりすることができる。ト
（ ）（２）それぞれのおもちゃ作りの感想 観察・発表・カード

を発表する。 ◎２年：１年生に分かりやすくおもち
ゃの紹介をしたり，教えたりするこ

。（ ）いっしょにあそべて， とができる 観察・発表・カード
たのしかったよ。

,・工夫したところ，楽しかったこと
教えてもらったことなどを発表する
ことにより，お互いのよさを認めた
り自信をもたせたりする （Ｔ１）。

うまく教える
よくうごく ことができて， ・共感したり認めたりしながら，同学
ようになった。 うれしかったよ。 年や異学年の友だちと進んでかかわ

り，自分のがんばりや友達のよさに
気付くことができるようにしたい。

分 ５ 次時の学習内容について知る。 ・次時は本時の活動をまとめることを3
１年：２年生にお礼の手紙をかこ 確認し，活動の見通しや意欲を高め

う。 るようにする。
２年：おもちゃブックを作ろう。


